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１．地域に根ざした医療 ３．患者様中心の医療 

当院では、ご利用の皆様へより良い医

療をやさしく安全に提供し、納得のい

く医療を受けていただけるよう、努力

しています。そうした私達の医療活動

の前提として、患者様には以下に掲げ

るような、「患者様の権利」があり、

私達医療従事者にはそれを守り発展さ

せる義務があると考えています。 

 ■診療時間 

 午前９時～午後５時３０分 

 土曜日 午前中 

 ■休診 

 第２・４土曜日 

 日曜日・祭日（急患はこの限りではありません） 

５．健全な病院経営基盤の確立 

４．ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ機能の充実 ２．医療レベルの向上 

患者様の権利章典 

 

 当院の基本方針 
地域住民の健康の増進を図り、信頼される病院を目指し地域医療に貢献いたします 
 

診療担当医表 平成26年8月現在 

詳しい情報については、ホームページでご覧下さい。 
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URL  http://www12.ocn.ne.jp/~takemoto 

 

あなたには、人格を持った個人として

尊重される権利があります。 

 

あなたには、必要かつ最善の医療を平

等に受ける権利があります。 

 

あなたには、十分な説明と情報提供を

受けたうえで、治療方法などを自らの

意思で選択する権利があります。 

 

あなたには、あらゆる医療記録に記録

されたご自分に関する情報の提供を求

める権利があります。 

 
 

あなたの医療上の個人情報、およびプ

ライバシーは保護される権利がありま

す。 

竹本病院広報委員会 
編集長：杉本 一等 
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誠に勝手ながら８月１４日～８月１７日の間 休診とさせていただきます 
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物忘れが気になりだしたらご用心！ 
 顔は思い出せるのに名前が出てこない。約束の時間をすっかり忘れて

いた。年齢とともに気になるのが、ふとした物忘れです。 

 

 

 やろうとしていた事柄をしっかり覚えているつもりでも、電話がか

かってきたり、あれこれ雑用を先行させているうちに、「何をしようと

していたんだっけ？」と思い出せなくなることは少なくない。年齢のせ

いと気に留めないでいる人がほとんどだが、物忘れの影には重大な病気

がかくれていることも少なくない。そこで、当院では「物忘れ外来」を

はじめました！ 

 

 

 

 人間の脳は50代をピークに老化現象が始まるといわれている。老化

現象から生じる生理的な物忘れであれば、それほど心配はないが、物

忘れが認知症など病的な原因から生じる場合があります。 
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管理栄養士の健康レシピ 
  ～旬の野菜ハスイモ編～  

栄養科 管理栄養士 三宮 史子 

近年は一般市民への救急講習・ＡＥＤの使用方法も一般的になり、看護師のみならず医療に携わるスタッフ

への救急講習も必要と感じ、救急に関する最新の情報および知識・技術等を学ぶため救命士の方に講師とし

て来て頂き、毎年講習を行っており、今年は7月3日に行いました。内容は、心臓マッサージ、ＡＥＤの使用

方法、中堅看護師には気管内挿管介助のトレーニングも行っています。 

救急講習は一般の方でも受けた方は多いと思いますが、いざ心臓マッサージ等の蘇生行為が必要になった場

合、行為をする側には人の命が関わります。それは患者さんかもしれません、身近な家族かもしれません。

その様な場面に直面した時、二の足を踏まず自信をもって行う事が出来きるでしょうか？ 

確実な蘇生行為をおこなうには日頃からの反復が必要です。当院では救命士の方に講師をお願いする他、月

に1度のペースで院内での救急講習を実施し、自信をもって「命」と向き合える努力をしています。 

 

命を救う救急講習 

電気ショックは時間との勝負です。一分一秒でも早

く電気ショックを行うことが重要です。 

電気ショックの成功率は成功の可能性が1分ごとに

約7～10％低下します。 

日本では、救急車の到着まで平均約8分です。グラ

フから見ると、8分時の成功率は20％です。 

救急車が到着する前に傷病者の近くにいる私たち一

般市民がAEDを使用して電気ショックをできるだけ

早く行うことが重要になります。 

知っておきたいAED！ 

ハスイモの冷たいピリ辛マリネ 

■材料 
ハスイモ:２００ｇ しょうが:（みじん切り）５g にん

にく:（みじん切り）1/2片 豆板醤:小さじ１   鶏ひき

肉:１００ｇ  酒:大さじ２ 長ネギ:（みじん切り）1/4

本 水溶き片栗粉:（同量の水で溶いておく）小さじ１ 

万能ねぎ:（小口切り）4本 ゴマ油: 適量 

 

■合わせ調味料 → 混ぜ合わせておく 
鶏ガラスープ:（水にスープの素大さじ1/2を加える）２

００㏄ 塩: 小さじ1/4 醤油:小さじ１ 砂糖:小さじ１ 

 

■作り方 
(１)最初にハスイモの下ごしらえをする。 

ハスイモは皮を皮むき器で剥く。 

沸騰したお湯にハスイモを入れておよそ3～4分、ハスイ

モが柔らかくなるまで煮る。 

煮上がったら冷水に落として良く冷やし、冷めたら水気

をよく絞って5cmの棒状に切っておく。 

 

(２)フライパンにゴマ油、しょうが、にんにくを入れて

火にかけ、にんにくのいい香りがしてきたら豆板醤を入

れて炒める。そこに鶏ひき肉、酒を入れて弱火にし、ひ

き肉がほぐれるように炒める。 

 

(３)鶏肉がそぼろ状になり水分が飛んだら、合わせてお

いた調味料を入れて一度沸かし、そこに（１）のハスイ

モを入れてもう一度煮立たせ、長ネギを加えてさっと混

ぜたら、水溶き片栗粉でトロミをつけ、最後に香りづけ

のゴマ油をまわしかける。 

ボールに移して、氷水で良く冷やしたら、器に盛って万

能ねぎを添えたら出来上がり❀ 

ハスイモの冷たいピリ辛マリネ・レシピ 

【今回のレシピ】 
高知県では、おもに酢の物や煮物の料理が定番

ですが、今回はこのハスイモを使って変わった

料理をご紹介します。 

 

【由来】 
このリュウキュウ。正式名称は・・・「ハスイ

モ」と言います。 

原産は東南アジア。それが沖縄に伝わり、高知

にやってきたそうです。 

沖縄は、その昔「琉球」と呼ばれていたので、

伝わったハスイモも、同じく「リュウキュウ」

と高知で呼ばれるようになったとのこと。 

 

【栄養価】 
おもに水分で構成され食物繊維とカリウムが豊

富なうえ、低カロリーなのでダイエット食材と

しては女性の味方！ 

 

四万十消防署 総務係長 

宮地由知 救命士 

四万十消防署 警防一係  

武市有司 救命士 病院長 
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まず始めにスタッフの協力のもと、無事に七夕会を終えることができ感謝

します。 

今回２名のゲストを招き、歌を歌って頂いたのですが、衣装にメイクも

ばっちり決まり、そして驚いたのは音響設備です。カラオケボックス顔負

けのマイクやスピーカに患者さんたちはドキドキ！いざ歌が始まると皆さ

ん聞き惚れていました。患者さん全員での合唱も力強く、みんなイキイキ

と歌ってらっしゃいました。レクリエーションの締めくくりには、皆でオ

ヤツのフルーツポンチをいただき、皆さん楽しそうに食べられていました。

普段の入院生活では決して味わえない、良い思い出になったと思います。

今後も患者さんに喜ばれるような出し物などを企画していきたいです！  

七 夕 会 

回復期リハビリ病棟 

松岡準 

7月２日 病院内で七夕

のレクリエーション会を

おこないました。 

平成26年6月25日に竹本病院・養護老人ホーム白藤園合同消防訓練を行いました。 

この訓練は患者様、入居者様の安全確保、迅速な避難誘導と消防署への通報及び職員による初期消火

活動を的確に行う為、消火設備機器の操作習得を目的として行いました。 

訓練内容は大規模地震がおき、その際の火災を想定したものとなっています。 

 

今回は地元住民の方々も消火器、散水栓の訓練に加わり、皆で防災への意識を高めました。 

平成２６年度 防災訓練を行いました 

散水栓の訓練 

担架で２Fから避難誘導 
地元の方々も参加 

非常ベルを押します 
１ 

終了後はおやつのフルーツポンチ わしも負けちょらんゾ！ 

皆さん盛り上がっております！ 

フラダンスつきで歌って

いただきました！ 


